
阪神国際港湾株式会社の次期中期経営計画（2017年4月～2020年3月）を策定しました。 

 当社では、2014年10月の会社設立と同時に第１期中期経営計画（2014年10月～2017年3月）を

策定し、阪神港の国際競争力の強化に向けた取り組みを進めてまいりました。 

 この度、第１期中期経営計画の期間満了に合わせて、新たに第２期中期経営計画（2017年4月

～2020年3月）を策定しました。 

 この計画に基づく各施策に取り組むとともに、経営環境の変化にこれまで以上に柔軟な対応を

取りながら、「世界のみなと」として阪神港が復権し、世界から選択される港となるべく、引き

続き、阪神港の国際競争力強化に努めてまいります。 

【第２期中期経営計画の概要】 

○計画期間

2017年4月～2020年3月 

○内  容 

Ⅰ．経営理念 

Ⅱ．経営方針 

Ⅲ．阪神港を取り巻く環境と当社の役割 

Ⅳ．基本戦略と取り組み 

  １．集貨及び創貨施策の更なる強化 

  ２．ターミナルの高規格化・効率化の推進 

  ３．戦略的かつ機動的な経営の実現 

Ⅴ．計画目標 

詳しくは、下記のリンク先をご覧ください。 

第２期中期経営計画 

記者資料提供（平成 29 年 3 月 31 日） 

阪神国際港湾株式会社 企画部企画課 胡重、上米良 

ＴＥＬ：078-855-2893 

http://hanshinport.co.jp/wp/wp-content/uploads/interim_plan.pdf

